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lo s を前綴りとする分離動詞の補足語について

吉 村 創

l o s を前綴りとする分離動詞り（以 下 l o s 動詞と表記）がとる補足語 

(E rg a n zu n g e n )は、对応する基礎動詞（前綴り l o s をとつた形）のとる補 

足語と同じ場合もあれば、異なる場合もある。本論文では、標準的な現代 

ドイツ語で* かれた小説 • 新 聞 ，雑誌2〉から集めた lo s動詞を含む文例290 

例を対象に、l o s動詞と対応する基礎動詞との補足語の相違を分析し、そ 

の説明を試みる。考察の対象となる lo s動詞は以下の4 1 項目 3〉である。か 

つこ内の数字は、その lo s動詞が含まれる文例の数を表す。

los-binden (1), los-brechen (7), los-briillen (2), los-brummen (1), los-fahren (21),

1 ) この類の動詞については、r不変化詞動詞（Partikelverben)」「擬似接頭辞 

(H albprafix)を伴う動詞」など様々な呼称• 捉え方力す提案されている力す、本 

論は前線りlo sの造語論における位置，属性を直接論じるわけではないこと 

から、最も一般的な呼称と思われる「分離動詞（treimbare Verben)」を採用 

し、以下単に「los動詞」と表記するにとどめる。

2) 弓I用文献は文末（168-169ページ）に挙げる。

3 ) 辞言に記載される l o s 動詞の項目数は、 D uden (31 9 9 9 ) で 9 5 項目、 

Klappenbach / Steinitz (1968) で 36項目、 Wahrig (1 9 8 0 )で 101項目である。 

前綴り lo sによる造語は非常に生産的であり（K^tny 1994: 49; Steinitz 1981: 
32; Storch 1978: 120)、本論文のために集められた4 1項目の中で上記の辞言 

に記載されていない項目として、los-brummen, los-horen, los-knipsen, los- 
ledem, los-plaudem, los-rauschen, los-regieren, los-rollen, los-senden, los-soielen, 
los-spritzen, los-strampeln が挙げられる。
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l o sを前緩りとする分離動詞の補足語について 

los-feuem (1), los-fliegen (1), los-gehen (o/), los-haben (2), los-noren (1), los- 

knipsen (1), los-kommen (6), los-lachen (4), los-lassen (42), los-laufen (3), los- 

ledem (1), los-legen (12), los-machen (1), los-marschieren (2), los-plaudem (1), 

los-prusten (3), los-rasen (1), los-rauschen (1), los-regieren (1), los-reifien (10), 

los-rennen (10), los-rollen (1), los-sagen (6), los-sausen (1), los-schicken (7), los- 

schlagen (8), los-schreien (1), los-senden (1), los-spielen (1), los-springen (2), los- 

spritzen (1), los-strampeln (1), los-stiirzen (1), los-treten (4), los-werden (45), los- 

ziehen (7 ,)

1 享で、上記の lo s動 詞 を （1 ) 対応する基礎動詞と補足語が変わらな 

いもの、 （2 ) 対応する基礎動詞より少ない補足語をとるもの、 （3 ) 対応 

する基礎動詞より多くの補足語をとるものに3 分類し、それぞれのグ ル ー  

プにおける lo s動詞の特徴を詳しく分析する。続いて 2 章では、lo s動詞と 

対応する基礎動詞との間の補足語の相違についての先行研究を検討し、そ 

の分析，説明の妥当性を検IEする。最後に 3 章で、先行研究において説明 

されていない現象について、解決案を提示する。

1 . l o s動詞の分類

この享では lo s動 詞 を （1 ) 対応、する基礎動詞と補足語が変わらないも 

の、（2 ) 対応、する基礎動詞より少ない補足語をとるもの、（3 ) 对 す る  

基礎動詞より多くの補足語をとるものに3 分類し、それぞれのグ ル ー プに 

おける lo s動詞の特徴を詳しく分析する。

1 . 1 . 対応する基礎動詞と足語が変わらない l o s 動詞

こ の グ ル ー プ に 属する l o s動詞は、対応する基礎動詞が他動詞であれば 

他動詞であり、自動詞であればg 動詞であるという点において、補足語が

4 ) この他に現在分詞(los-knattem1 例、los-spurten1例）、過去分詞（los-lassen 
1例、los-l5sen 7 例、los-treten 1 例）、名詞化した形（los-lassen 2 例）で用

いられたlo s動詞を含む文例が見つかったが、補足語の観察が困難であるた 

め考察の对象から除外する。 ’
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変わらないということができる。ただしより詳しく考察すると、補足語の 

点において基礎動詞と異なる特徴を示す lo s動詞も存在する。以T 、他動 

詞と自動詞の場合に分けて、それぞれの lo s動詞を詳察する。

1 . 1 , 1 . 他動詞の場合

このグループに属する lo s動詞は、対応する基礎動詞と同様、主格主語 

と对格目的語を補足語とする。まず以下のように対応する基礎動詞とほと 

んど変わらない意味 • 用法をもつ lo s動詞から検討する。

( 1 ) los-sch icken: In den vergangenen Monaten hat ^  nun gerade einen 

Mitarbeiter losgeschickt, um alle Olivenolproduzenten zu filmen, (Welt.de

22.12.2005 Der Olmagnat)

( 2 ) los-senden: Allerdings sind mehrere Flugzeuge seit langem als "CIA-nahe" 

Maschinen identifiziert. Nach InformaUoneri der WELT besteht auch die 

M dglichkeit, diese Daten mit den Daten einfliegender Maschinen 

abzugleicheri, Osterreich hat dies mehrfach praktiziert, sogar einmal 
Abfangidger losgesandt. (Welt.de 07.12.2005 Kein rechtsfreier Raum)

(3 ) los-lassen: Sie [=Momo] wollte hineingehen um sie [=Pfauen] aus der Nahe zu 

betrachten, aber der Mann mit der Weste hielt sie am Kragen zurUck. "Hier 

geblieben!", sagte er. „ Was fallt dir ein, DreckspatzJ" Dam lieji er Momo 

wieder los und wischte sich die Hand mit seinem Taschentuch ab, als habe er 

etwas Unappetitliches angefassL (Ende 1973: 201)

los-schickenと los-sendenは、主格主語で指不される对象が、对格目的語 

で指示される対象の移動を引き起こす行為を表しており、それぞれの補足 

語の統語機能 （syntaktische F u n k tio n e n )も意味内容も、対応する基礎動詞 

のとる補足語と同じである。その蔡動は、主格主語で指示される対象の影 

響が及ぶ範囲を「出発点」 として、そ こ か ら 「離れて」いく够動である。 

los-lassenにおいても同様の分析が可能だが、その際多義語である基礎動詞
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l o sを前綴りとする分離動詞の補足語について

la ssenのもつ意味のうち、主格主語で指示される対象が対格目的語で指示 

される対象を「放す」「失う」 といった行為のみが los-lassenによって表さ 

れるところが特徴的である5)。

以下の lo s動詞においては、その補足語が主格主語と対格目的語である 

ことは对応する基礎動詞と変わらないものの、補足語の意味内容が異な 

る。 ’

( 4 ) los-naben: tun fremaes, kaltes Wesen lag auf seinen Knien, ein feindseliges 

Animal, [...]. Mit einem Ruck stand Terrier auf und setzte den Korb auf den 

Tisch. Er wollte das Ding loshaben, mdglichst schnell, mdglichst gleicK 

mdglichst sofort. (Siiskind 1985: 24)

( 5 ) los-schlagen: Per Manager hatte 2004, [...]' einen Makler mit dem Verkauf 

eines Stuttgarter VillengrundstUck, samt halbfertigem Gebdude beauftragt, das 
Obiekt aber drei Monate spdter eigenhdndig fu r  2,6 Millionen Euro 

losgeschlagen. (Focus 12.12.2005: 240)

(6 ) los-treten: Aみer es war mir gerade genug, um nicht an den Besuch bei Hanna 

denken zu miissen. Nur manchmal, [•••], wurde der Gedanke daran 

Ubermdchtig und trat Erinnerungen los. (Schlink 1995: 190)

(7 ) los-machen: Mit beiden Hdnden schUttelte er mich, rifi an mir, [...] Ich machte 
mich los, liefweiter, (Hein 1982: 69)

los-habenにおいては、对格目的語で指示される对象が、主格主語で指示 

される对象の所有の範囲から「離れて」いくのであり、後者の前者に对す 

る所有関係を表す基礎動詞h a b e nとは反対の関係を表す。los-schlagenは、 

主格主語で指示される对象が、対格目的語で指示される対象を「売る」 こ

5 ) 集まった4 2例の los-lassenのうち、11例において対格目的語力《省略されてい 

る。その場合、「放す」または「失う」対象はコンテクストから読み取れる。
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とにより、その所有の範囲から「離れる」ことを表し、対応する基礎動詞 

sch lagenがとる補足語の間の関係とはまったく異なる関係を表している。 

los-tretenは比喻的な意味を獲得し、主格主語で指示される対象が、对搭目 

的語で指示される出来享を「引き起こす」 という意味をもつ。この lo s動 

詞には "dueL aw inelo stre ten"(不注意に足を踏み出して雪崩を引き起こす） 

という連語があり、用例はすべてここから解釈できると思われる6)。los- 

machen については、 文例 (7)の 1 例しか鬼集することができず、たまたま 

对格目的語が再帰代名詞であるが、辞言によると対格目的語は必ずしも再 

帰代名詞でなくてもよく、またその对格目的語で指示される対象が「離れ 

て」い く 「出登点」が、前置詞 v o n力す導く句によって表されることもある 

とのことである（前置詞 v o nが導く句については1.3.2.を参照）。

まとめると、このグル‘ プに属する lo s動詞は、lo s-tre tenを除いて、对 

応する基礎動詞がどのような意味をもっていようと、すべてある対象がほ 

かの对象から「分離」するという意味を表している。また lo s - tre te nは、 

次の節で扱う lo s動詞と同様に「開始」の意味をもつ。

1. 1. 2 . 自動詞の場合

ここに属する lo s動詞に共通するのは、基礎動詞で表される行為が「開 

始」 される、起 動 相 （In g re s s iv )を表す点である。

(8 ) los-iahren: Wir stiegen ins Auto. Ein Junge rief uns etwas zu, una die anderen 
lachten. Als Henry losfuhr, warf einer eine handvoll Kiesel and Sand gegen 

die Scheiben. Henry stoppte sofort, aber ich bat ihn, weiterzufahren, (Hein 

1982: 61)

(9 ) los-sausen: Dock der Rufvon Jenny und Lou als ehrliche Handler sprach sich 

herum, die auslandischen Kunden verlangten nach mehr Produkten, Lou 

sauste mit seinem Motorrad los, besorgte alles. In ihr Sortiment kamen Milch

6 ) よって、この用法は基礎動詞tretenの結果動詞としての用法から派生したも 

のであると考えられる。
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lo sを前緩りとする分離動詞の補足語について

und Brot, (Welt.de 30.11.2005 Alles, nur keine Massenware)

(10) los-lachen: Wieder lachte er los, Hel sagte: Ach wie lieb. Sabine sagte: Ihr 

wart ja eine schlimme Bande. Helmut lachte ein opernhaft voiles Ha-ha-ha- 
haaa. (Walser 1978: 52)

文例(8)の los-fahrenは、対応する基礎動詞 fah renが表す乗り物による移 

動の行為を「開始」するという意味を表す。このような蔡動を表す基礎動 

詞と対応する lo s動詞には他に los-fliegen, los-laufen, los-marschieren, los- 

rasen, los-rennen, los-rollen, los-strampeln, los-ziehen^)がある。務 勤 の 「開始」 

を表す lo s動詞には、対応する基礎動詞が特定の音を発する、または特定 

の音を発しながら移動する行為を表すものがあり、文例(9)の los-sausenの 

他にも los-briillen, los-brummen, los-rauschen がある。ますこ、文例 (10)の los- 

lachenのように、对応する基礎動詞が特定の音を発する行為を表し、その 

行 為 の 「開始」 を l o s 動詞が表すものがあり、他 に los-b rU llen8), los- 

plaudem, los-prusten, los-schreien 力《ある。

これらの lo s動詞の補足語は主搭主語のみであり、対応する基礎動詞と 

同様である。また、この主格主語が指示する対象は、基礎動詞の場合と同 

じく、移動、もしくは特定の音を発する行為をおこなう対象である。よっ 

て、lo s動詞のそれぞれの補足語の統語機能も意味内容も、対応する基礎 

動詞の補足語と同じである。にもかかわらず、これらの lo s動詞において 

も、对応する基礎動詞と、補足語の点において異なる特徴を見出すことが 

できる。それは、例えば移動を表す lo s動詞においては、基礎動詞が移動 

の 「出発点」「経路」「目的地」 といった内容を表す前置詞句•副詞句と共 

起することができるのに対し、少なくとも本論文のために集められた文例 

においては、そのような前置詞句•副詞句と共起する lo s動詞がほとんど

7 ) 対応する基礎動詞ziehenは多義である力す、集まったlos-ziehenの文例7 例す 

ベてが「移動の開始」を意味している。

8 ) los-briillenには、「移動の開始J を表す文例と、「特定の音を発する行為の開 

始」を表す文例の両方が見つかった。
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見出せなかった点である9)。特定の音を発する行為を表す lo s動詞におい 

ても、何について話したり笑ったりするのかを表す前置詞U berが導く句 

が共起する例は見出せなかった。すなわち、これらの lo s動詞は、補足語 

として主格主語しかとり得ず、对措、与格目的語はもちろんのこと、補足 

語相当の前置詞句，副詞句をとることもないという点が対応する基礎動 

詞と異なるのである。

以下に文例を挙げる3 つの lo s動詞は、対応する基礎動詞と同様に自動 

詞であるのだが、lo s動詞独g の意味を発展させたものである。

(11) los-brechen: Als der Skandal iiber den Hersh-Artikel losbncht, will keiner 

etwas gewusst haben. (Der Spiegel 2004: 115)

(12) los-gehen: ,,Wir sollten alle unsere alten Freunde mobilisiereri. Und die 

vielen Kinder, die jetzt immer kommen. Ich schlage vor, vw  gehen sofort alle 

drei los und jeder benachrichtigt so viele, wie er finden kam. Und die sollen es 
wieder den anderen weitersagen, [...]" (Ende 1973: 101)

(13) los-gehen: Dann ging um 20.38 Uhr das zwdlftniniitige Lichtspektakel los: 

(Welt.de 28.11.2005 Reptil-Nacht mit Lichtspektakel)

(14) los-gehen: Derm am kommenden Wochenende erdjfnet das Iglu-Dorf auf dem 

Zugspitzplatt Los geht mit der Iglu-Bar, Nach und nach werden je nach 

Schneelage weitere Iglus entstehen. (Welt.de 27.11.2005 Liebesgefluster im 

Schlafsack auf 2600 Meter Hohe)

9) in welcher R ichtung"と共起するlos-fahren がー例見つかった（Welt.de 
25.12.2005 Das groBe Bahn-ABC)力す、前置詞が与格名詞を支配していること 

から、この前置詞句は単に「場所」を示しているとも解釈できる。

10) g 由添加語（freie A n gaben )としての前置詞句，副詞句が共起する例は、多 

数見出された。
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(15) los-gehen: Wdhrend die Feier bereits um 19 Uhr endet, geht ^  in der 

Pauluskirche Altona zu dieser Zeit erst richtig los. Im Gemeindesaal wird bis 

22 Uhr gemeinsam gespeist und getrunken. (W elt.de 23.12.2005 Vom 

Gabentisch zur Single-Borse)

(16) los-gehen: „ Wir sind dabei’ die Zukunft des Hafens zu gestalten/‘ sagt 

Stapelfeldt der WELT, "im Gegensatz zum Umschlag an der Kaikante wird im 

Hinterlandverkehr mit anderem Schema gearbeitet. " Am Montagmorgen etwa 

komme der Betrieb im Hafen nur schwer in Gang wie bei einem Handwerker, 

wo die Arbeit erst ganz allmdhlich losgehe, wenn der Meister komme. (Welt.de

16.12.2005 Spediteure planen Drei-Schicht-System fiir den Hafen)

(17) los-sttirzen: Ihreri grojiten Moment hatte Tracy Chapman, als sie am 11.Juni 
1988 tiberrascht a u f die Biihne mufite. Irgend jemandem war das 

Keyboardprogmmm abgesturzU und es war niemand zur Hand, der mal eben 

das Publikum unterhalten konnte. Nur Tracy Chapman, die noch keiner 

karnite, Sie sturzte los 一  und war eine gemachte Frau, Der Auftritt im 

Wembley Stadion bescherte der Sangerin einen Welterfolg: (W elt.de

25.11.2005 Tracy Chapman: Spiel, Satz und Sieg fiir die Energie)

los-brechenは、主格主語で指示される出来♦ が 「開始」することを表す。 

los-gehenには、文例(12)のように主格主語で指示される对象が移動を「開 

始」するという、対応する基礎動詞と関連する意味を表すもの"〉もあるが、 

多くは主格主語で指示される出来享が「開始」することを表す。そ の 「開 

始 I する内容は文例n 3 ) から（1 6 )にみられるように多様である 12)。 los-

1 1 )この場合主格主語は人を指示する力す、必ずしも蔡動を表さず、ある物享を 

(勢いよく）開始する意味を表すlos-gehenもある。なお、この用法のlos- 
gehenが前置詞a u fが導く句を伴 い 「攻聲」の意味を表す場合については 

1.3.3.を参照。

12)文例(14)および(15)に見られるように、主格主語がe sであり、その内容が主
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stiirzenは、主格主語で指示される对象が物享を勢いよく「開始」する、と 

いう意味を表す。こ の r勢いよく」 というニュアンスは los-brechenや los- 

g e h e nのいくつかの文例にも現れるが、このグループに属する l o s動詞す 

ベてに現れるわけではなく、そのことは文例 (16)のように副詞 allmShlich 

と共起する lo s-gehenが存在することからも明らかである。K§tny (1994: 

5 5 ) は、lo s動 詞 に 「強 意 （Intensiv)」の意味要素が見出せる場合、それは 

对応する基礎動詞の意味による、と主張する。

1 . 2 . 対応する基礎動詞より少ない足語をとる l o s 動詞

このグループに属する lo s動詞は、1丄2.で扱った「開始」の意味をもつ 

ま動詞の lo s動詞と密接なつながりをもつ。以下の l o s動詞もすぺて、对 

応する基礎動詞の表す行為を「開始」することを表す。

(18) los-horen: Also los: Tee brtthen, aufs Sofa legen, loshdren. (W elt.de

03.12.2005 Gebissen)

(19) los-knipsen: Bettina rdkelt sich auf drei ubereinander gestapelten roten 

Pirelli-Reifen. Mit einer schnellen Bewegung streicht sie sich die langen 

blonden Haare aus dem Gesicht, Der dltere Herr beugt sich iiber sie, knipst 

los und scheint die Welt um sich herumfast zu vergessen. (Welt.de 03.12.2005 

Die Frau, das ErsatzteU)

(20) losィeg ie ren : Grofie Koalitionen fiihlen sich am Start grundsdtzlich 

siegessicher 一  aus dem Gefuhl heraus, konnen ja munter losregieren, weil 
die anderen uns in Karlsruhe nicht zu Fall bringen konnen. (W elt.de

28.11.2005 Es besteht die Gefahr schwarz-roter Kungelrunden)

に前置詞m itが導く句によって表されるlos-gehenの例が多い。また、主格主 

語が省略された文例が1 例、 ，,der Schuss geht nach hinten los"の連語、および 

それに準じる文例が3 例見つかった。
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l o sを前綴りとする:動詞の補足語について

(21) los-feuem: Am 18. September gegen 21 Uhr brausten zehn Amber in drei 

Wagen zum Park und stiegen aus. Der Hauptangeklagte feuerte los, erschoji 

einen der もer und verletzte zwei weitere mit seinen Kugeln, hiefi es im

Gerichtsurteil. (Welt.de 15.12.2005 Zwolf Jahre Haft nach wilder Schiefierei 

am Viktoriapark)

このグループに属する lo s動詞には、他に los-spritzenと los-spielenが見つ 

かった。これらの lo s動詞は、对応する基礎動詞が自動詞および他動詞の 

両方の用法で用いられるのに対し、必ず S 動詞として用いられるところに 

特徴がある。よって、基礎動詞は補足語として主格主語の他に対格目的語 

をとる可能性があるのに対し lo s動詞は主格主語しかとり得ない。

また、これらの l o s 動詞に共通するのは、対応する基礎動詞が行為動詞 

(H andlungsverben)であることである。 Storch (1978: 120) は原則的にはど 

んな行為動詞も lo s動詞の基礎動詞になりえると主張し、K鄰 y (1994: 49) 

は、基礎動詞が事象動詞（V organgsverben )であることはまれであり、状 

態 動 詞 （Z ustandsverben)であることはないと主張する。文例(18)における 

los-h8renは 「C D プックを聴く」というコンテクストでの文であり、主体 

的な行為を表していると解釈できる13)。

このグループに属する lo s動詞で、基礎動詞とは異なった意味内容をも 

つものは lo s-legenである。この lo s動詞は、対応する基礎動詞 leg e nが主

13)los-ledemについては、辞書に記載されておらず、文例からもその意味がはつ 

きりと解釈できないのであるが、基礎動詞ledemカザひどく殴る」という意味 

をもつことから、「罵声を俗びせる」という意味を表すと解釈でき、そうであ 

るならこのグループに属することになる。なお、この例文はW e lt紙の 

Hamburg版からの引用であり、方言的な表現である可能性もある。（文例： 

Der Trainer, aer seine Kicker ansonsten vor djfentlicher Kritik scniitzt wie eine 
Lowenmutter ihre Jimgen, lederte krdftig los: „ Wenn ich sehe, dafi Sergej Barbarez 
mit seinen 34 Jahren so eine tolle Hinrunde spielt und in jedem Spiel bis an die 
Schmerzgrenze geht, wdhrend andere im Vergleich zu ihm nur hinterherhinkeriy dann 
kann da etwas nicht stimmen. " (Welt.de 23.12.2005 Sturm-Problem des HSV soil im 
Winter gelost werden))
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格主語と对格目的語をとる他動詞であるのに对し、常に主格主語しかとら 

ない自動詞として用いられ、主格主語で指示される对象が物享を勢いよく 

「開始」することを表す。文例を以下に示す。

(22) lo s-legen : An einem Sonntag faBte sie den Entschlufi, sich ais 
Geschmackforscherin selbstdndig zu machen, Schon am Montag legte sie los, 

Ihr erstes Projekt war eine Didt-Suppe, sie nannte das ein „Minikal-Gericht" 

(Welt.de 04.12.2005 Das Experiment Geschmack)

1 . 3 . 対応する基礎動詞より多くの補足語をとる l o s 動詞

このグループに属する lo s動詞には、对格目的語が増えるもの、前置詞 

v o n が 導 く 句 （以下 v o n句と表記 ) が増えるもの、前置詞 a u fが導く句 

(以下 a u f句と表記）が増えるものの3 種類がある。以下、それぞれの los 

動詞の特徴を考察する。

1 . 3 . 1 . 対格目的語が増えるもの 

los-w erden1 項目である。この動詞は、对応する基礎動詞w erdenが S 動 

詞であるのに対し、主格主語と对搭目的語を補足語とし、主格主語で指示 

される对象と対格目的語で指示される対象とが「離れる」 ことを表す。具 

体的には、以下の文例 (23)から(25)に見られるように、ある对象からの解 

放、人を厄介払いする、物の売却などの意味力す表される。

(23) los-werden: Auch Jahre nach ihrem Tod wird Romv Schneiaer die Rolle der 

iungen osterreichischen Kaiserin nicht los: Das Hamburger Panoptikum hat 
die Schauspielerin als Sissi jetzt in Wachs verewigt, (Welt.de 22.12.2005 Sissi 

im Wachsfigurenkabinett)

(24) los-werden: Stoiber ist nachhaltig geschwdcht. Er ist nicht mehr in der Lage, 

seine Partei geschlossen zufuhren. Deswegen wissen viele CSU-Strategeti, dafi 
sie ihn loswerden miifiten. Aber sie wissen nicht wie, (Welt.de 18.12.2005 

"Man kann nicht nur priigeln")
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(25) los-weraen: Am meisten kann sich dariiber Airbus-Konkurrent Boeing freuen. 
Der FlugTieugbauer hatte 2001 noch 527 Jets ausgeliefert, zwei Jahre spdter 

waren es auf dem Hohepunkt der Lujtfahrtkrise nur noch die Hdlfte, und auch 

2004 wurden die Amerikaner nur 285 Flieger los. (W elt.de 27.11.2005 

Flugzeughersteller wachsen rasaiU)

1 . 3 .  2.  v on句が増えるもの

以下の lo s動詞が、このグループに属する。

(26) los-kommen: jane Wertheim hat Deutschland ihr Leben long weit hinter sich 

gelassen —— und kam dock nicht ganz davon los. Nach dem ersten Besuchfuhr 

sie immer wieder mit ihrem Mann nach Berlin. (Welt.de 04.12.2005 "Ich hasse 

niemanden in dieser Sachc")

(27) los-binden: Wir fuhlten uns wie Partisanen, die aufbrachen, um ein 

Munitiousdepot der Nazis in die Luft zu jagen, und waren darum fast 
enttduschty als der Pfortner, nachdem wir ihm erkldrt haUen, wir seien von Ali 
beauftragt, den Hund zu holen, Parsifal arglos vom Stuhlbein losband und 

einem von uns die Leine in die Hand driickte. (Maron 1996: 137)

(28) los-reiBen: Momo fuhlte sich hilflos. Am liebsten hdtte sie die vollkommene 

Puppe einfach lie gen lassen und etwas anderes gespieh, aber 5/g konnte sich 

aus irgendeinem Grund nicht von ihr losreifien. (Ende 1973; 89)

(29) los-sagen: P g r heute Sljdhrige Williams war 1981 wegen vierfachen Mordes 

zum Tode verurteilt worden. Im Gefdngnis sagte ^  sich von seiner kriminellen 

Vergangenheit los, (W elt.de 01.12.2005 U S-G ouverneur stoppt 1000. 

Hinrichtung)

lo s -k o m m e nは、対応する基礎動詞と同様ま動詞であり、基礎動詞

lo sを前綴りとする分離動詞の補足語について
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kom m enもv o n句と共起することができる力す、los-kom m enの場合はv o n句 

を義務的に補足語として伴う、集まった文例6 例中 6 例ともが v o n句を伴 

う、 という点が特徴的である。主格主語で指示される対象が、v o n句で指 

7Kされる对象から「離れる」 ことを表す。los-binden, los-reifien, los-sagen 

は、主格主語で指示される对象の行う行為により、対格目的語で指示され 

る对象とv o n句で指71^される対象とが「離れる」ことを表す。los-binden 

においては、对応する基礎動詞のとる補足語（対格目的語と（主に）a n句） 

の間の関係とは反対の関係が表現されている。los-reil3enにおいては、集 

まった文例1 0例のうち 6 例で v o n句が省略されており、また 6 例におい 

て対格目的語が再帰代名詞であった。los-sagenの対搭目的語は常に再帰代 

名詞であり、主格主語で指示される对象がv o n句で指示される对象と「訣 

別する」ことを宣言する、という意味を表す。

1 . 3 .  3.  auf句が増えるもの

これらの l o s動詞は、主格主語および対格目的語で指示される対象が、 

a u f句で指示される対象を「目的」 と して「蔡動」することを表す。以下 

の lo s動詞が、このグループに属する。

(30) los-schlagen: Das Knallen und Knattern wurde unheimlich. Es war, ais 

schliige iemandaufsie los, (Walser 1978: 1 1 9 ) (水上で嵐にあう場面）

(31) los-springen: Alles, was zu duften hatte, duftete jeW： neu und anders una 

herrlicher als je  zuvor, Und auf alles. aber wirKLich alles, selbst auf die 

neuartigen Dufthaarbander, die Baldinis kuriose Laune eines Tages 

hervorbrachte, sprang das Publikum los wie behext, und Preise spielten keine 

Rolle. Mies, was Baldiniproduzierte, wurde ein Erfolg, (Siiskind 1985: 116)

(32) los-gehen: Laut Anklage waren die mutmaBlichen Mitslieder der ..Marek- 
Bande " im Mai unweit der Herbertstrafie bewqffhet mit Basehallschlagem und 

Schlagstdcken auf zwei Bordellbetreiber losgegangen, (Welt.de 08.12.2005 

Angeklagte schweigen im Rotlicht-ProzeB)
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(33) los-lassen: Nichts hatte HSV-Trainer Thomas Doll unversucht gelassen, seine 

Kicker im Eiltempo auf Vordermann zu bringen, Mit Lymphdrainagen und 

Schlammpackungen hatte er seinen medizinischen Stab auf die erschdpfte 

Beinmuskulatur seiner Elflosgelassen. (Welt.de 27.11.2005 Mit Schlamm und 

Jarolim zum Sieg)

文例(30)の los-schlagenは、文例(5)で扱った 1丄 1,のグループに属する他 

動詞の los-schlagenとは異なり、ま動詞のschlagenを基礎動詞とする。los- 

springeni4), los-gehenも対応する基礎動詞は自動詞である。los-gehenにおい 

ては、a u f句で指示される对象に衬する主格主語で指示される对象の「攻 

撃丄の意図が加わる。他動詞 la s se nを基礎動詞とする lo s-lassenは、文例 

(3)で扱った 1丄 1.のグループに属する los-lassenとは異なり、主格主語で指 

示される衬象が対格目的語で指示される对象をa u f句で指示される対象を 

「目的」 として「移動」させることを表す。

2 . 先行研究における l o s動詞の補足語に対する説明

2 . 1 . 先行研究 

Storch (1978 ：1 1 7 ) は、以下のような lo s動詞と对応する基礎動詞と 

の補足語の相違を指摘する。

(34a) Klara las ein Buck,

(34b) * Klara las ein Buck los.

(35a) Der Sanger sang ein Lied,
(35b) * Der Sanger sang ein Lied los.

(36a) Der Bevollmdchtigte schrieb einen Brief,

(36b) * Der Bevollmdchtigte schrieb einen Brief los.

lo sを前綴りとする分離動詞の補足語について

14) auf句が省略された文例が1例ある。
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起動相を示す、すなわち对応する基礎動詞で表される行為の「開始」を 

表現する lo s動詞においては、基礎動詞が他動詞であっても、对格目的語 

力巧 1 れ得ないことが、これらの文例で示されている。

McIntyre ( 2 0 0 1 :1 5 1 )はこれを特定の前綴りがもつ2 つの要因でもって 

説明する。一つ目は、分離動詞においては前綴りが対格目的語をとるか否 

かを決定するというものである。前綴りの要求する意味的な条件を満たす 

村格目的語のみが、分離動詞の補足語として共起しえる（S.140)、という 

説である。二つ目は、前緩りの中には対格目的語をプロックするものがあ 

り、そのような前綴りはその意味論的構造に对象物を取り入れられない、 

とするものである。そのような前綴りをもつ分離動詞においては、その意 

味が空間的に解釈される場合、対象物の通過する「経路」を前綴りが表し、 

对象物が対格目的語により指示され得るのだが、その意味が時間的に解釈 

される場合、す なわち「開始」の意味が表される場合は、あ る 「出来享」 

の時間的な推務が表現され、对象物を対格目的語で指示する事ができなく 

な る （S.150)。

さらにZeller (2 0 0 1 :4 9 0 )は、「開始」 と は 「出来享」の開始であると位 

置づけ、前綴り l o s 力s '「出来享」 を修飾する場合は对格目的語などの項 

(A rg u m en te )を規定することはできない、と説く。

2 . 2 . 先行研究における說明の妥当性の検誰

まず、 McIntyre (2001: 1 5 1 )の一つ目の要因、すなわち「分離動詞にお 

いては前綴りカサホ格目的語をとるか否かを決定する」 という仮説を、本論 

のために集められた文例をもって検証する。そのためには、lo s動詞がと 

る補足語を整理する必耍がある。補足語の統語機能の点から、本論文で考 

察の対象となる lo s動詞を以下のグル一プに分類できる0

A . 主格主語のみをとる lo s動詞 

•1 .1 .2 .のグループに属する lo s動詞 

，1.2.のグループに属する lo s動詞
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lo sを前綴りとする分離動詞の補足語にっいて

B . 主格主語と対格目的語をとる lo s動詞 

• 1丄1.のグループに属する lo s動詞

• 1.3丄のグループに属する lo s動詞

C . 主格主語とv o n句をとる lo s動詞

，1.3.2.のグループに属する lo s動詞のうち、los-kommen

D . 主格主語と対格目的語とvo n句をとる lo s動詞

• 1.3.2.のグループに属する los 動詞のうち、los-binden, los-reiBen, los-sagen

E . 主格主語とa u f句をとる lo s動詞

• 1 .3 .3 .のグループに属する l o s動詞のうち、los-gehen, los-schlagen, los- 

springen

F . 主格主語と对格目的語とau f句をとる lo s動詞

•1 .3 .3 .のグループに属する lo s動詞のうち、los-lassen

っまり、lo s動詞がとる補足語は、主格主語、対格目的語、v o n句、 auf 

句の 4 種類ということになる。さらに、それぞれの補足語には、以下に示 

す意味内容が認められる。

主格主語

，対 象 の 「分離」 を引き起こす行為者：B の l o s動詞のうち los-m achen、 

D の lo s動詞すベて 

• 「分離」す る 対 象 （「分離」 を引き起こす行為者を兼ねる場合を含 

む ) ：B の los 動 の つ ち los-schicken，los-senden, los-lassen, los-haben, 

los-schlagen, los-werden、 C の b s  動詞すベて 

• あ る 「目的」へ の 「移動」を引き起こす行為者：F の lo s動詞すベて 

• あ る 「目的」へ 「移動」する对象：E の lo s動詞すベて 

• ある出来享の「開始」 を引き起こす行為者：A の l o s動詞のうち los- 

b rech enと文例n 3 )から（16)のような los-gehen以外すベて、 B の lo s動詞
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のうち los-treten

， 「開始」する出来享：A の lo s動詞のうち los-brechenと文例(13)から(16) 

のような los-gehen

対格目的語

• 「分離」する対象：B の lo s動詞のうち lo s-treten以外すぺて、D の los

動詞すベて

，あ る 「目的」へ 「轉動」する対象：F の lo s動詞すベて 

， 「開始」する出来享：B の lo s動詞のうち los-treten

v o n句

• 「分離」する対象：C の lo s動詞すベて、D の lo s動詞すベて

auf 'ロJ

， 「穆動」の 「目的」 ：E の lo s動詞すベて、 F の lo s動詞すベて

基礎動詞がいかなる行為を意味するかに関わらず、すべての lo s動詞に 

お い て 「対象の分離」、「ある目的への移動」、「出来事の開始」の 3 つの意 

味のいずれかに関わる決まった内容の補足語が共起する。この点から、los 

動詞の補足語の統語機能および意味内容を侠定するのは前綴り l o sである 

と推測することができる。ただし補足語の決定に基礎動詞が全く関わっ 

ていない訳ではないことについては、後に触れる。

さて、McIntyre (2001: 1 5 1 )の二つ目の要因、すなわち「前綴りの中に 

は対格目的語をプロックするものがあり、そのような前綴りはその意味論 

的構造に对象物を取り入れられない」 という主張であるが、これには問題 

点が少なくとも2 点認められる。一点目は、プロックされる補足語を衬格 

目的語に限っていることである。 1.1.2.の考察において明らかなように、 

lo s動詞は对応する基礎動詞が表す務動の「出発点」「経路」「目的地」な 

どを表現する前置詞句，副詞句と共起することができず、特定の音を発す 

る行為を表す lo s動詞においても、何について話したり笑ったりするのか 

を表すU ber句が共起できない。対格目的語だけでなく、このような前置
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lo sを前綴りとする分離動詞の補足語にっいて

詞 句 ，副詞句にっいても説明の必要がある。ニ点目は、 M cIntyre (2001: 

1 5 0 )においては、この現象を引き起こす原因が、lo s動詞が出来享の時間 

的な推称を表すことに求められていることである。lo s動詞が空間的な意 

味を表す場合には対格目的語の有無を説明できないことになり、それでは 

1 .1丄で考察したよ う に对格目的語が共起する力3’、その意味内容が対応す 

る基礎動詞のとる対格目的語と異なる場合を説明できない。 Zeller (2001: 

4 9 0 )およびStiebels (1996: 6 4 f . )においては、この現象を引き起こす原因 

力す、lo s動詞が起勤相（In g re s s iv )を表すことに求められており、それでは

1.1.2.および 1.2.で扱った自動詞の lo s動詞しか説明することができない。

先行研究の方法で説明するのが最も困難だと考えられる現象は、los- 

w erdenが主格主語の他に対格目的語を補足語とすることである。衬応する 

基礎動詞w erdenは自動詞であるのに、前緩り lo sがっくと対格目的語を補 

足語としてとるようになる。この現象はどのように説明すべきであろう 

か。

3 . l o s動詞がとる補足語についての包括的な説明の試み 

Bomschier ( 1 9 7 1 :7 0 )は、前綴り l o sに対して「分離」の意味と「開始」 

の意味の 2 っを認めている。続く先行文献においても、l o s動詞の意味は 

大概この 2 っにまとめられる。本論もそれに做い、「分離」の意味をもっ 

lo s動詞と「開始」の意味をもっ lo s動詞に分けて考察する。

3 . 1 . 「分離」の意味をもつ l o s 動詞

「分離」の意味をもっ lo s動詞においては、分離する 2 っの対象が補足 

語によって表されるそれには次のパ夕ーンがある。

( 1 ) 主格主語で指示される対象と対格目的語で指示される対象とが 

「分離」す る ：B の los 動詞のうち los-schicken, los-senden, los- 

lassen, los-haben, los-schlagen, los-werden

1 5 )ただし、los-lassen, los-machen, los-rei6enにおいて、分離する对象の片方が省 

略される例が見つかっている（1丄1.および1.3.2.参照）。
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( 2 ) 主格主語で指示される対象とv o n句で指示される对象とが「分 

離」す る ：C の lo s動詞すベて（= los-kommen)

( 3 ) 対格目的語で指示される对象と v o n 句で指示される对象とが 

「分離」す る ：D の los 動詞すベて（ニ los-binden, los-reiBen, los- 

sagen)

このうち（3 ) の場合は、主格主語で指示される衬象が「分離」を引き起 

こす行為者となる。よって、以上 3 つのパ夕ーンにおける lo s動詞の補足 

語の意味内容は、「分離」を引き起こす行為者か、「分離」する対象かのい 

ずれかである。「分離」の意味をもつ lo s動詞はこの2 通りの補足語しかと 

り得ないし、またこの2 通りの補足語であれば基礎動詞が本来とっていた 

補足語がどんな意味をもっていたかに関わらずとり得るのである。1丄 1. 

で扱った lo s動詞の補足語の意味内容が対応する基礎動詞の補足語の意味 

内容と異なることは、これで説明がつく。また、1.3.1.および 1.3.2.で扱っ 

た lo s動詞の補足語の意味内容についてもこれで説明がつくザ、それらの 

l o s動詞の補足語の統語機能について、 さらに説明を要する現象がある。 

すなわち、los-w erdenと los-kommenは财応する基礎動詞がそれぞれ同じ自 

動詞であるのに、los-w erdenが主格主語のほかに対搭目的語をとるのに对 

し los-kom m enが主格主語のほかにv o n句をとるという相違が説明されな 

ければならない。この現象を説明するには、s e in と共起する l o sの考察が 

必要である。

(37) .,Was ist dem mit dem los?" sage ich und bleibe stehen. (Jenny 1997: 101)

(38) Als wesentlichen Nachteil sieht Sahr dies: "Schon bei einer 

durchschnittlichen Erhdhung um zwei Prozent pro Jahr zahlt der Hausbesit：ier 

nach 30 Jahren nahezu doppelt so hohe ZinseUy wdhrend der Eieentumer in 

der Regel seine Schulden los ist und keine Belastung durchs Bauland mehr hat, 
(Welt.de 11.12,2005 Grundstiick pachten und Kreditkosten sparen)

本論文のために集めた s e i n と共起する l o sの文例 5 9 例においてはいずれ
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l o sを前綴りとする分離動詞の補足語について 

も、s e in と lo sが 2 語に表記されている。よってこれを分離動詞 lo s-se inと 

して分析する享は控えておく。このうち4 7 例において、文例(37)のように、 

主格主語で指示される出来享カザ起こる」という意味が表現される。これは、 

r 開始」の意味をもつ lo s動詞とつながる用法であるとも解釈できる。 しか 

しここで問題となるのは、文例(38)のように、主格主語で指示される对象 

と対格目的語で指示される対象カザ分離」するという意味を表す用法であ 

る。このような文例は1 1例見つかっている16)。s e inは自動詞であり、通 

常は対格目的語と共起しないのであるカシここでは対格目的語が現れてい 

る。ここで se inは主語と述語内容語を結ぶことを主な機能とするコブラ動 

詞 （K opu laverben )であることを考慮すると、基礎動詞がコブラ動詞であ 

れぱ、自動詞であっても l o s動詞が对格目的語をとり得ると仮定すること 

ができる。w erdenはコブラ動詞の1 つであり （Duden 72005: 800)、また文 

例 (38)と同様、los-w erdenには次の文例(39)のように l o s とw erdenが 2 語に 

分かれて表記される例もある。

(39) Er hatte den beliebten Trainer im Mai aus Woljsburg vertrieりen, aoch so 

ganz scheint er ihn nie los zu werden. (Welt.de 28,11.2005 Wolfsburgs Fans 

wenden sich vom Verein fur Langeweile ab)

この文例(39)は los-werden ( もしくは los w e r d e n )と los s e in との親近性を 

示すものと考えられる。これに対し、 lo s -k o m m e nに対応する基礎動詞 

kom m enはコプラ動詞ではない。よって、los-kom m enも自動詞のままにと 

どまり、「分離」する二つの対象が主格主語とv o n句によって指示される 

と考えられる。この点から、基礎動詞が lo s動詞の補足語の選択に全く関 

わっていないとは言い切れないとの結論に至る。

16)残りの1例は、主格主語で指示される対象が蔡動を開始する、という意味を 

す。 (文例』：Da sind Ml morgens frUh los, wenns noch dunkei war und waren 
am ndchsten Abend wieder zurUcL (Welt.de 17.12.2005 Genialer Deal in Athen - mit 
Seitenwagen))
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3 . 2 , 「開始」の意味をもつ i o s動詞 

K^tny ( 1 9 9 4 : 4 9 )は、移 動 動 詞 （Bewegungsverben) を基礎動詞とする 

l o s動詞には「ある一点から離れる」という意味が認められるとし、ここか 

らこれらの lo s動詞が「開始」の意味をもつことを説明する。この考えに立 

てば 3丄で扱った「分離」の意味をもつ lo s動詞とのつながりも説明できる 

ように一見思えるが、 しかしこの考え方では、前綴り a b およびw e g を伴 

う分離動詞との区別がつかなくなる。a b 動詞およびw e g動詞も「分離」の 

意味をもち、lo s動詞と同じような意味をもつこともしぱしぱある（例え 

ぱ los-marschieren、ab-marschieren と weg-marsdiierenノ。 し力"̂ し、しれらの 

分離動詞が「開始」の意味をもつとは言いがたい点が、lo s動詞とは異な 

る。 Storch (1978: 1 2 4 f f .)は los-marschieren と ab-marscWeren および weg- 

m arschierenを比べ、a b 動詞およびw eg動詞の方が、「出発点」か ら の 「分 

離」の意味を強く表すとする。では、なぜこれらの分離動詞の中で lo s動 

詞のみが「分離」の意味と「開始」の意味を両方とももつに到ったのだろ 

う力、。

この 2 つの意味をつなぐのは、1.3.3.で扱った蔡動の「目的」 を指示す 

る a u f句を補足語とする l o s動詞であると考えられる。以下に文例を再録 

する。

(40) los-springen: Alles，was zu duften hatte, duftete jetzt neu und anders und 

herrlicher als je zuvor. Und auf alles' aber wirklich alles, selbst auf die 

neuartigen Dufthaarbiirider, die Baldinis kuriose Laune eines Tages 

hervorbmchte, sprang das Publikum los wie behext, und Preise spielten keine 

Rolle, Alles，was Baldini produzierte, wurde ein Erfolg, (Siiskind 1985: 116)

(ニ 3り

(41) los-gehen: Laut Anklage waren die mutmaBlichen Mitglieder der "Marek- 

Bande" im Mai unweit der Herbertstrafie わevvfljヴ mit BasebalhchlHgem und 

Schlagstdcken auf zwei Bordellbetreiber losgegangen. (Welt.de 08.12.2005 

Angeklagte schweigen im Rotlicht-ProzeB) (=32)
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これらの文例においては、轉 動 の 「出発点」ではなく、称 動 の 「目的」 

が a u f句によって指示されている。この a u f句により lo s動詞は、3.1.で扱 

った場合のように「分̂離」する 2 つの対象を補足語とする用法から、「分 

離」する一方の对象を主格主語Gos-lassenの場合は対格目的語）で指示し、 

その対象が轉動する「目的」を指示するa u f句をもう 1 つの補足語とする 

用法を獲得する。このようにa u f句を補足語としてある「目的」へ の r轉 

動」を表す lo s動詞は、文例 (4りにおける los-gehenのように、対応する基 

礎動詞が够動動詞である場合にも見出される。またW ahrig (1980) にお 

いては、轉動動詞を基礎動詞とする lo s動詞のうち、los-fahren, los-fliegen, 

los-laufen, los-marschieren, los-rasen, los-rennen の諸項目に、「目的」をキ旨不 

する a u f句を補足語とするとの記述がある。この用法から、あ る 「目的」 

に向けて「移動」を 「開始」する lo s動詞の用法が生じ、その用法がさら 

に够動動詞以外の動詞を基礎動詞とする lo s動詞にも応用され、「開始」の 

意味が独立したのだと考えられる。

よって、lo s動 詞 が 「分離」の意味から「開始」の意味を獲得したのは、 

a u f句を補足語とすることによって「出発点」か ら 「目的」への視点の転 

換が生じたことに原因すると推測され、このことがa b 動詞や w e g動詞と 

異なる用法を l o s 動詞に獲得させたのだと考えられる。F le ischer/B arz  

('1995: 3 3 9 ) は、「開始」 を表す l o s動詞は a b 動詞や w e g動詞と異なり 

「目的志向的（zielorientiert)」であるとする力この「出発点」か ら 「目的」 

への視点の転換を考慮すると、理解できる解釈である。

1.1.2.で扱った務動の「開始」を表す lo s動詞においては、 しかしa u f句 

を伴う文例が見つからなかった。そこで、「目的」を指示する a u f句が補 

足語としての地位を弱め、前綴り l o s は専ら基礎動詞で表される行為の 

「開始」 を表すようになったのだと推測される。す で に 「出発点」を表す 

補足語を伴わなくなった lo s動詞がさらに「目的」を表す補足語をも伴わ 

なくなり、補足語としてはある出来享の「開始」を引き起こす行為者か、 

「開始」する出来事を意味内容とするものしか認められなくなる。1丄2.お 

よび 1.2.で扱った lo s動詞のほとんどにおいては前者の意味内容が主格主 

語で指示され、los-brechenと文例(13)から（16)のような lo s-gehenにおいて 

は後者の意味内容が主捲主語で指示される。また、ある出来享の「開始」

lo sを前緩りとする分離動詞の補足語について
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を引き起こす行為者が主格主語で、「開始」する出来享が对格目的語であ 

るというパ夕ーンで補足語をとる los-treten (1.1丄の文例 (6 )を参照）力すあ 

り、この2 通りの意味内容を補足語が指示する限り、「開始」を表す lo s動 

詞が他動詞であっても構わないこと力分かる。よって、 2 享で検討した先 

行研究におけるように、l o s動 詞 が 「開始」の意味をもつことと对格目的 

語を伴わないことを同列に扱う説明方法では、すべての lo s動詞を説明す 

ることができない。

また、1丄2 ,および 1.2.で扱った lo s動詞において、補足語相当の前置詞 

句 • 副詞句や、対応する基礎動詞のとる対格目的語が共起できない点を指 

摘したが、こ れ も 「開始」 を表す lo s動詞が、ある出来享の「開始」を引 

き起こす行為者か、「開始」する出来享を意味内容とする補足語しかとり 

得ないことから説明される。

本論文では、各々の lo s動詞がとる補足語の統語機能および意味内容を 

文例をもってつぶさに調べ、各々の lo s動詞また対応する基礎動詞のとる 

補足語のパ夕一ンの共通点および相違を探ることにより、lo s動詞の補足 

語について体系的に把握することを試みた。この分析，考察から、さらに 

l o s動詞がもつ意味の体系をも明らかにすることが可能になったと思われ 

る。lo s動詞の補足語に関するそれぞれの説明，解釈が、lo s動詞のみに適 

用されるものなのか、それとも他の前綴りを伴う分離動詞にも適用される 

ものなのか、調査の範囲を広げて検討することが、今後の課題である。
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Zu den Erganzungen der trennbaren Verben mit los

YOSHIMURA, So

Der vorliegende Aufsatz soil sich mit den Erganzungen der trennbaren 

Verben mit los (/oぶ-Verben) auseinandersetzen. Dafiir wurden aus Romanen und 

Zeitungen bzw. Zeitschriften, die in gegenwMigem Deutsch geschrieben werden, 

290 Beispielsatze mit /oy-Verben gesammelt.

Zuerst werden die gesammelten ぶ-Verben in drei Gruppen eingeteilt, je 

nachdem, ob die Erganzungen der jeweiligen /りぶ-Verben im Vergleich zu denen 

der entsprechenden Basisverben unverandert, vermindert oder vermehrt sind. Fast 

alle transitiven /oぶ-Verben mit den unveranderten Erganzungen bezeichnen jene 

Handlung, bei der ein Gegenstand von einem anderen Gegenstand ,’getrennt" wird, 

ungeachtet dessen, dass bei einigen zu dieser Gnippe gehorenden te-V erben die 

entsprechenden Basisverben keine solche Handlung bezeichnen (z.B. los-habcn, 
los-scnlagen). Die intransitiven /o5-Verben in dieser Gruppe bezeichnen den 

"Beginn" der vom entsprechenden Basisverb bezeichneten Handlung. Bei ihnen 

tritt nur ein nominativisches Subjekt als Erganzung auf und keine Adverbialien 

auBer freie Angaben, wahrend bei den entsprechenden Basisverben Adverbialien 

auftreten konnen (vgl. Beispielsatze (1 )und (2)):

(1 )Was weifi ich, warum du nach SchwetziriQen fUhrst. (Schlink 1995: 48)

(2) Wir bemhlten die Hotelzimmer undfuhren los. (Hein 1982; 157)

Die los-Y&vben mit den verminderten Erganzungen bezeichnen den Beginn der 

vom entsprechenden Basisverb bezeichneten Handlung; sie sind alle intransitiv,
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Zu den Erganzungen der trennbaren Verben mit los

wahrend bei einigen zu dieser Gruppe gehorenden /oぶ-Verben die entsprechenden 

Basisverben sowohl transitiv als auch intransitiv sein konnen (z.B. los-hdren, los- 

spielen), Bei den los-Wcrhtn mit den vermehrten Erganzungen tritt auBer den bei 

den entsprechenden B asisverben auftretenden Erganzungen entw eder ein 

akkusativisches Objekt {los-werden), oder ein prapositionales Objekt mit von (z.B. 

los-kommen, los-reifien), oder ein prapositionales Objekt mit aw/(z.B. los-gehen, 
los-springen) auf.

Dann soil erklart werden, warum bei den /oぶ-Verben die oben genannten 

Erganzungen auftreten. Die Aussage, dass bei den /oぶ-Verben die trennbare 

Vorsilbe los die zu auftretenden Erganzungen bestimmt (McIntyre 2001: 151), 

erklart, warum /c>*s'-Verben nur ,，die Trennung zweier Gegenstande" und "den 

Beginn einer Handlung" bezeichnen konnen, wahrend jeweilige entsprechende 

Basisverben verschiedene Handlungen bezeichnen konnen. Die Aussage erklart 

auBerdem, dass es als Erganzungen der /oぶ-Verben nur vier Moglichkeiten gibt, 

namlich das nominativische Subjekt, das akkusativische Objekt, das prapositionale 

Objekt mit von und das praposiiionale Objekt mit auf. Aber um den Unterscmed 

zwischen den Erganzungen von los-werden (nom inativisches Subjekt und 

akkusativisches Objekt) und denen von los-kommen (nominativisches Subjekt und 

prapositionales Objekt mit von) zu erklaren, muss man auch die Eigenschaft der 

Basisverben beriicksichtigen, namlich dass das entsprechende Basisverb von los- 
werden (werden) eine Kopula ist. Die /りぶ-Verben, bei denen ein prapositionales 

Objekt m it auf auftritt und ,,die auf irgendein Ziel gerichtete Bew egung" 

bezeichnet wird, vermitteln zwischen den die Trennung zweier Gegenstande 

bezeichnenden /oy-Verben und den den Beginn einer Handlung bezeichnenden 

/りぶ-Verben, was bei den ab- und Verben, die teilweise synonym zu los- 
Verben sind (z.B. los-, ab- und weg-marschieren), nicht beobachtet wird.
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